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1. はじめに 

今まで顔に関する研究が多く行われてきた[1]．本稿で

は入力顔に対して複数の類似顔を用いて重みづけしな

がら表情ベクトルを求め，それを適用することでより

本人の発話表情に近いかつ認識率の高い発話表情の生

成を試みる． 

2. 手法 

2.1 特徴量[2] 

顔画像の取得にはマイクロソフト社製の Kinect for 

Windows v2 を用いた．取得したデータ(顔画像データ

ベース：男性 32 人，女性 8 人，計 40 人)について主成

分分析による符号化を行うことで顔画像の特徴量を算

出する．顔画像を多次元ベクトル集合 {𝑋𝑚}(𝑚 =

1,2,⋯ ,𝑀)とし，その分散共分散行列に主成分分析を行

って固有ベクトルを求める．𝑋𝑚の平均𝜇と固有値の大

きい上位 K 個に対応する固有ベクトルを用いて任意の

顔の特徴量は式(1)に従って𝑓𝑚 = (𝑓𝑚1, ⋯ , 𝑓𝑚𝑘 , ⋯ , 𝑓𝑚𝐾)

のように符号化される． 

𝑓𝑚𝑘 = 𝑈𝑘
𝑇 ⋅ (𝑋𝑚 − 𝜇)(𝑘 = 1,2,⋯ , 𝐾 < 𝑀) … (1) 

2.2 類似顔の選定 

任意の顔と入力顔の特徴量のユークリッド距離を類

似度として求める．またデータベース内の真顔と発話

表情の差分により表情ベクトル e を求める(式 2)． 

𝑒 = [𝑓𝑝1 − 𝑓𝑞1, 𝑓𝑝2 − 𝑓𝑞2, ⋯ , 𝑓𝑝𝑘 − 𝑓𝑞𝑘] … (2) 

その際，式(3)のように類似度の高い上位 n 人のデータ

を使い，重み係数を変えながら合成することで表情ベ

クトル 𝜖を得る (式 3)．求めた表情ベクトル 𝜖 =

(𝜖1, 𝜖2, ⋯ , 𝜖𝐾)を用いて入力顔の特徴量𝑓𝑏，平均𝜇，固有

ベクトル𝑈𝑘から任意の発話表情�̃�が得られる(式 4)． 

𝜖 = ∑ 𝑤𝑖𝑒𝑖
𝑛
𝑖=1  … (3) 

�̃� = 𝜇 + ∑ 𝑈𝑘(𝑓𝑏𝑘 + 𝜖𝑘)
𝐾
𝑘=1  … (4) 

3. 結果 

2.実験方法に従い，発話表情を生成した（図 1）． 

  
図１．入力顔(左) 生成した「い」の発話表情(右) 

顔形状の異なる 4 人について，生成した発話表情と実

際の発話表情におけるユークリッド距離を比較し，どれだ

け本人に近い発話表情か調べた（表 1）．ALL がデータベ

ース内全て，が入力顔と同じ性別のデータ，EUCLID が類

似顔を用いた場合である． 

表１．発話表情と実際の表情の比較 

 
ほとんどの場合で類似顔を用いた発話表情が実際の発

話表情に一番近くなった．  

また男女 19 人に発話表情を見て発音しているよう

に見える母音を選択してもらうことで，生成した発話

表情の主観的認識率を調べた（表 2）．  

表 2．主観的認識率 

 
4. 考察と今後の課題 

表 1 より類似顔を使用することで先行研究[3]の手法より

本手法の方が本人に近い顔形状を生成することができた．

しかし中には先行研究の方が本人に近い場合がある．こ

れはデータベースの中に類似顔が比較的少なかったため

だと考えられる．そのためデータを増やすことでより本人に

近い発話表情を生成することができる．また今回使った認

識率は「う，え，お」に関しては少なからず向上したが高い

とは言えない．認識率を向上させるには類似顔よりも口の

形に焦点を当てた方が高い結果を得られるかもしれない． 
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ALL MF EUCLID ALL mf EUCLID

kumakura あ 4.46 4.82 2.10 tubouti あ 4.46 4.82 1.79

い 3.34 3.50 3.01 い 2.76 3.34 2.92

う 4.07 3.21 2.84 う 3.21 3.60 3.44

え 1.79 2.07 2.00 え 3.05 3.48 3.17

お 3.22 3.37 2.88 お 3.02 3.55 3.12

ozawa あ 4.46 4.82 1.83 sinohara あ 4.46 4.82 2.18

い 0.94 1.49 1.20 い 2.32 2.22 1.47

う 2.60 3.17 1.78 う 2.00 1.95 2.00

え 1.21 1.74 1.63 え 4.62 4.54 3.41

お 2.14 3.35 2.01 お 1.81 3.04 2.54

ALL MF EUCLID

あ 0.94 0.86 0.91

い 0.91 0.85 0.89

う 0.60 0.74 0.94

え 0.40 0.46 0.54

お 0.41 0.49 0.59
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